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1.	 概説
閉鎖性水域では、富栄養化によってプランクトンや
藻類が異常に増殖して赤潮や青潮の原因となってい
ます。その原因物質の一つとして窒素やりんが取り
あげられていますが、それらの主な排出源が第一次
産業や生活排水であることが、汚染防止を難しくし
ています。また、閉鎖性水域では、水質汚濁物質が
たまりやすく、一度汚濁が進行すると水質の回復に
は非常に時間がかかります。環境保全のためには、
水域や排水中の窒素、りん化合物を測定して水質を
監視することが重要です。第 5次水質総量規制では、
従来の化学的酸素要求量（COD）と併せて、窒素・
りんが新たに監視・測定対象となりました。
全窒素・全りん自動測定装置 NP600 は、従来機種
NP500 で採用の紫外線酸化分解法を継承し、測定には
全窒素は紫外線吸光光度法、全りんはモリブデン青吸
光光度法を使用しています。試料水、分解・反応試薬
の計量は新たに半導体式光センサを採用し高精度化を
図っています。また試薬の消費量、純水の消費量およ
び部品点数を抑えメンテナンスコストの削減、ランニ
ングコストの低減を図っています。高精度化、低コスト、
省メンテナンスを一挙に実現し、長期間にわたって安
定した性能を発揮いたします。　　

2.	 特長
・	水質汚濁負荷量演算機能を内蔵し、流量信号から全
窒素・全りん・CODの汚濁負荷量を演算可能。

・非接触・半導体式光センサの採用により精度よく試
料水、分解・反応試薬を計量。

・		試薬の消費量（当社従来比 1/10）、純水の消費量（当
社従来比 1/14）、廃液量（当社従来比 1/4）を低減し、
メンテナンスコストの削減およびランニングコスト
を低減。分解器部と測定部の一体化など部品点数を
削減しコンパクト化（当社従来比 1/4）を実現。

・純水タンクの使用により純水ユニット不要。
・	海水が混入した試料水に対し、海水補正機能可。
・	1 台で全窒素、全りんの 2成分濃度の同時連続測定
が可能。

・	紫外線酸化分解法の採用により、低温（100℃以下）、
常圧で前処理が可能となったため、従来のオートク
レーブ法と比較し、メンテナンス性が向上。

・	酸化分解法を除き環境庁告示第 59 号の全窒素、全り
んの測定方法に準拠しており手分析法と高い相関性
あり。

・	自動ゼロ点補正機能、自動校正機能、自己診断機能、
外部制御機能、データメモリ機能、一次式による手
分析換算機能など使い易さを重視した、多彩な機能
を満載。

3.	 標準仕様

3-1	 全窒素・全りん測定装置
形名：NP600
測定対象：	 水中の全窒素、全りん濃度
測定方式：	 アルカリ性ペルオキソ二硫酸カリウ

ム・紫外線酸化分解−紫外線吸光光度
法およびペルオキソニ硫酸カリウム・
紫外線酸化分解−モリブデン青吸光光
度法の組み合わせによる

測定範囲：	 標準	 全窒素：0	‒	2mg/L	 	
	 	 全りん：0	‒	0.5mg/L	
希釈 1段	 全窒素：0	‒	5、0	‒	10、	 	
　　　　	 	 0	‒	20、0	‒	50	mg/L

	 	 	 全りん：	0	‒	1、0	‒	2、0	‒	5、
	 	 　　　　	 0	‒	10	mg/L
	 希釈 2段	 全窒素：0	‒	100、0	‒	200、
	 	 		　　	 	 0	‒	500、
	 	 	 	 0	‒1000	mg/L	
	 	 	 全りん：	0	‒	20、0	‒	50、
	 	 	 	 0	‒	100、0	‒	250	mg/L	

のいずれかより選択。選定レンジにて
出荷後、標準、希釈 1段の範囲内で上
記レンジに変更可能。希釈 2段につい
ても内部設定変更で上記レンジに変更
可能。

NP600 形
全窒素・全りん自動測定装置
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測定レンジ数：1レンジ
	 ただし、0.2≤全窒素フルスケール／全

りんフルスケール ≤100
繰返し性：	 スパンの± 3％以内（全窒素 0	‒	50	

mg/L、全りん 0	‒	10	mg/L）
	 スパンの± 5%以内（全窒素 0	‒	1000	

mg/L、全りん 0	‒	250	mg/L）
	 スパンの± 5%以内（海水補正機能付）
測定時間：	 1 時間
測定周期：	 1 〜 24 時間（1時間単位で任意設定可能）
測定点数：	 1点、測定点2点についてはご相談ください
アナログ入力：流量計（流量値）入力、UV濃度 (UV 値 )

入力、4〜 20	mA	DC
接点入力：	 測定開始、校正開始、時刻修正、流量

計保守中、流量計故障、流量計電源断、
流量計排水なし、UV 計保守中、UV 計
故障、UV計電源断

接点入力仕様：	無電圧接点入力（オープンコレクタ
接続可）、絶縁型入力

	 ON 抵抗；50 Ω、開放電圧；DC	5V、
短絡電流；最大 12	mA

アナログ出力：TN、TP、COD測定値および負荷量、
出力数は測定ポイントと同数

	 0〜1	V	DC、絶縁型（受信計入力抵抗
100	k Ω	以上）、または 4〜 20	mA	DC、
絶縁型		（負荷抵抗 500 Ω以下）

接点出力：	 TP/TN ライン 1、TP/TN 校正中、TP/TN
待機中、TP/TN 保守中、TP/TN 電源断、
TP・TN 同期信号、TN濃度（上限）警
報、TP 濃度（上限）警報、TN 負荷量
（上限）警報、TP 負荷量（上限）警報、
TP/TN 装置異常、TP/TN 試料水断、TP/
TN 試薬不足、TP/TN 純水断、TP/TN 廃
液タンク満水、COD濃度（上限）警報、
COD 負荷量（上限）警報、COD 測定
開始（COD計接続時に使用）

接点出力仕様：無電圧接点出力、a接点
	 接点定格；AC	115	V	1A、DC	100	V	0.5A

（ただし、抵抗負荷にて）各出力 COM
独立型	

表示器：	 測定値表示；7 セグメント 3・1/2 桁
LCD( バックライト付 )

	 メ ッ セ ー ジ 表 示；16 文 字 × 4 桁
LCD( バックライト付 )

表示内容：	 日時、測定値、校正値、負荷量、エラー
内容、履歴データ、工程内容、各種警報

周囲温度・湿度：2〜 40℃、85％（RH）以下
試料水条件：温度　2〜 40℃
	 圧力　大気圧（オーバーフロー槽での

圧力）
	 流量　0.5 〜 5	L/min（オーバーフロー

槽の流量）
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試料採取点：本体から 1	m以内
純水（イオン交換水）：	 圧力　0.05 〜 0.5	MPa
	 	 	 温度　2〜 35℃	

純水使用量　約 65	L/ 月〜約 90	L/ 月
試薬消費量：（1h	/	1 測定	/	1 カ月）	
	 　ペルオキソ二硫酸カリウム	約 15	g
	 　水酸化ナトリウム（特級）　約 10	g	
	 　モリブデン酸アンモニウム四水和物

　　（特級）　約 3	g
　　　　　　　酒石酸アンチモニルカリウム（特級）

　　約 0.075	g
　　　　　　　硫酸（特級）　　約 60	mL
　　　　　　　L(+) アスコルビン酸　　約 6g
　　　　　　　塩酸（特級）　　約 35	mL
接液部材質：硬質PVC、PTFE（四ふっ化エチレン樹脂）、

シリコン
キャビネット仕様
構造：	 自立形（床アンカ固定）、屋内設置形
外形寸法：	 460	(W) ×	425	(D)	×	1500	(H）	mm
材質：	 SPCC
塗装：	 エポキシ樹脂焼き付け塗装
塗色：	 マンセル 5Y7/1
設置場所：	 振動、衝撃が少なく保守スペースが確

保できること。
	 動力などのノイズ源が近くにないこと。
	 直射日光を避けてください。また、腐

食性雰囲気の場合は、換気には十分に
ご留意ください。

配管接続：	 試料水入口	 Rc	1/2（PT	1/2）
　　　　　　ドレン出口	 Rc	1/2
	 排水口		 	 Rp	3/4
	 純水入口	 	 Rc	1/2（PT1/2）
	 予備排水出口	 Rp	1/2（PT1/2）	
	 大気開放口	 Rp	1/2
電源：	 AC	100	V ± 10	V	、50/60	Hz
消費電力：	 400	VA 以下
質量：	 約 80	kg

3-2	 純水ユニット（形名 :	NP10A）
カートリッジ純水器
	 標準流量：30 〜 100	L/h
	 純水採取量：約 950	L/ カートリッジ
	 最高使用圧力：340	kPa
	 質量：約 10	kg
フィルタ
	 最高使用圧力：340	kPa
	 温度：Max	40℃
	 前処理フィルタ：繊維カーボン 5μm
	 後処理フィルタ：ろ過精度 1μm
	 質量：約 1	kg/ フィルタ
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3-3	 小型内蔵純水ユニット（形名 :	NP20A）
	 標準流量：30 〜 42	L/h
	 純水採取量：約 500	L/ カートリッジ
	 	 								（原水水質 250 μ S/cmの場合）
	 供給水圧力：100 〜 400	kPa
	 水温：4〜 35℃（35℃以上になると樹脂の	 	
	 寿命が著しく短くなることがあります）
	 質量：約 5.6	kg（運転時質量）

3-4	 活性炭筒（部品番号 :	K9626PB）
お客様で純水を連続供給する場合、純水中の有機物を
除去する目的で使用することをおすすめします。

（注）
	 ・		純水供給取り合いで純水タンク用「1」を選択した場合、純水ユニットは不要です。
	 	 純水供給ユニット用「2」または「3」を選択した場合、純水ユニット（形名：NP10A）を必ず手配してください。	

	 小型内蔵純水供給ユニット用「4」を選択した場合、小型内蔵純水ユニット（形名：NP20A）を必ず手配してください。
	 	 	 お客様で純水（イオン交換水）を連続供給する場合、純水（イオン交換水）の純度によって純水供給取り合い「2」	

	 	 または「3」を選択ください。純水中に測定成分（窒素化合物、りん化合物）が含まれていると正確な測定が得られ	
	 	 ませんので、その際は活性炭筒の使用をおすすめします。

	 	 ・見積りの際は、必ずスタートアップ費を入れてください。
	 	 ・スタートアップ時に必要な試薬類はお客様でご用意ください。	調製方法は 8項をご参照ください。

（*注 1）	 測定点 2点についてはご相談ください。ただし、TP、TNの 2成分負荷量演算となります。測定点 2点は
	 	 （ライン 2のレンジ／ライン 1のレンジ）＜ 100が条件となります。
（*注 2）	 手配時、全窒素と全りんの測定レンジは次ページの表にある測定レンジより選択して、指定事項で指定してください。	

	 指定できるレンジは表に記載のあるレンジのみです。また、全窒素レンジと全りんレンジの組み合わせは次ページ	
	 の表で組み合わせ可（〇で表示）の組み合わせとしてください。標準外のレンジあるいは組み合わせについてはお	
	 問い合わせください。

	 	 出荷後、測定レンジの変更を行う場合、内部設定の変更で下記のレンジに変更することができますが、変更後設定	
	 レンジのスパン液にて調整が必要です。ただし、当社サービスへ変更作業を依頼してください。

	 	 全窒素：0	‒	2（標準）、0	‒	5、0	‒	10、0	‒	20、0	‒	50	mg/L（希釈 1段）
	 	 全りん：0	‒	0.5（標準）、0	‒	1、0	‒	2、0	‒	5、0	‒	10	mg/L（希釈 1段）
	 	 希釈 2段についても出荷後、内部設定の変更で下記レンジに変更できます。ただし、当社サービスへ変更作業を依	

	 頼してください。
	 	 全窒素：0	‒	100、0	‒	200、0	‒	500、0	‒	1000	mg/L（希釈 2段）
	 	 全りん：0	‒	20、0	‒	50、0	‒	100、0	‒	250	mg/L（希釈 2段）
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4.	 製品形名・ＭＳコード
◦全窒素・全りん自動測定装置

付加コード

NP600

電源電圧　−1 100 V AC、50/60 Hz
測定時間 2　 60分
測定点（*注1） P1 1点

T0401.EPS

基本仕様コード

 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 

形　名

· · · · · · · · 

· · · · · · · · 

 · · · · · · · · 

 · · · · · · · · 

· · · · · · · · 

· · · · · · · · 

· · · · · · · · 

－A
－B

測定レンジ 1

2

3

全窒素：0−2 mg/L （標準）
全りん：0−0.5 mg/L （標準）
全窒素：0−5～0−50 mg/L（希釈1段）
全りん：0−1～0−10 mg/L（希釈1段）
全窒素：0−100～0−1000 mg/L（希釈2段）
全りん：0−20～0−250 mg/L（希釈2段）

出力 1
2

4−20 mA DC
0−1 V DC

海水補正機能
（*注4）

純水供給取り合い

設置（*注3）
負荷量演算

N
A

なし
あり

屋内設置1

TN，TPの2成分
TN，TP，CODの3成分

1
2
3

純水タンク用
純水供給ユニット用（活性炭筒付き）
純水供給ユニット用（活性炭筒なし）
小型内蔵純水供給ユニット用（活性炭付き）4

（*注2）

全窒素・全りん自動測定装置
（オーバーフロー槽付）

仕  様
［スタイル：S3］

· · · · · · · · 
· · · · · · · · 
· · · · · · · · 
· · · · · · · · 
· · · · · · · · 
· · · · · · · · 

· · · · · · · · 
· · · · · · · · 

· · · · · · · · 
· · · · · · · · 
· · · · · · · · 
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T0402.EPS

全りんレンジ
(mg/L)全窒素

レンジ (mg/L)

標準
0−0.5

   希釈1段
 0−1 0−2  0−5 0−10

   希釈2段
 0−20 0−50  0−100 0−250

○

 ○ ○  ○ ○
 ○ ○  ○ ○
 ○ ○  ○ ○ 
 ○ ○  ○ ○    
    ○ ○  ○ ○
  ○  ○ ○
    ○ ○ 
     ○

 ○   
 ○ ○  
 ○ ○ ○ 
 ○ ○ ○   ○    
     ○  ○   ○ ○
   ○  ○   ○ ○
   ○  ○   ○ ○ 
   ○  ○   ○ ○

0−5
0−10
0−20
0−50

0−2

0−100
0−200
0−500

0−1000

希釈1段

標　準

希釈2段

（*注）希釈1段と希釈2段レンジとの組み合わせの場合，希釈2段になります。
   　　　レンジの組み合せ条件は0.2≦全窒素フルスケール／全りんフルスケール≦100です。

 ○ ○  ○ ○
 ○
 ○
 ○
 ○

（*注 3）　屋外設置についてはご相談ください。
（*注 4）　試料水に海水が混入している場合には、海水補正機能を必ず手配してください。海水補正機能は以下の	 	

　			 表のレンジで使用可能です。ただし、海水以外の導電性試料水の補正には使用できません。

T0402B.EPS

TNのレンジ
(mg/L)試料中の

海水混入率 (%)
0−2

   
 0−5 0−10  0−20 0−50

   
 0−100   0−200   0−500

○
○

 ○ ○  ○ ○
 ○ ○  ○ ○
 ○ ○  ○ ○ 
 ○ ○  ○ ○
     ○ ○  ○ ○

0
25
50
75

100

 ○ ○ ○
 ○ ○  ○
 ○ ○  ○
 ○ ○  ○
 ○ ○  ○

◦全窒素・全りん自動測定装置用純水ユニット

T0402A.EPS

形　名 基本仕様コード 付加コード 仕　様

NP10A

-N

全窒素・全りん自動測定装置用純水ユニット

常に-N

◦全窒素・全りん自動測定装置用小型内蔵純水ユニット

T0402C.EPS

形　名 基本仕様コード 付加コード 仕　様

-N 常に-N

NP20A 全窒素・全りん自動測定装置用小型内蔵純水ユニット

	 （注）交換用カートリッジ（6カ月周期で交換）1本付属します。
	 	 交換用カートリッジの部品番号は K9626PS です。
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◦標準付属品

T0403.EPS

品　名 仕　様部品番号 数　量

ヒューズ  サービスコンセントタイムラグヒューズ　3.15 A
1個プリンタ記録紙 幅58 mm、25 m長、5巻入り（注1）

（注）廃液タンクは，本体に内蔵されています。

1個

PT1/4 PVC1個

テフロンチューブ Ø3×Ø2

Ø13×Ø9

K9430HC

K9430HB

K9626MG
K9626MH

K9626MJ

1 m

廃液チューブ（注2）

ホースエンド（注2）

1 m

	 （注 1）プリンタ記録紙は、1巻で約 2カ月間の使用量です。
	 （注 2）廃液チューブ、ホースエンドは、廃液タンクに接続されています。
	 	 それとは別に予備としてそれぞれ 1個付属します。

◦ 1 年間の試薬リスト

T0404.EPS

仕　様試薬名 測定時間60分
（本）

窒素・りん測定用試験試薬、100 g入り
窒素測定用試験試薬、500 g入り
特級試薬、500 mL
特級試薬、500 mL
特級試薬、25 g入り
特級試薬、25 g入り
特級試薬、25 g入り
特級試薬、25 g入り
特級試薬、25 g入り

ペルオキソニ硫酸カリウム
水酸化ナトリウム
硫酸
塩酸
モリブデン酸アンモニウム
酒石酸アンチモニルカリウム
L（＋）アスコルビン酸
硝酸カリウム
りん酸二水素カリウム

2
1
2
1
2
1
3
1
1

ご注意・試薬は一部劇薬が含まれていますのでお客様でご用意ください。試薬の調製方法は 8項を参照ください。
	 	 ・NP600 用調製済試薬は関東化学 (株）殿より直接ご購入ください。当社最寄りの営業所にご相談ください。

	 	 ・上記の本数は全窒素・全りん測定を 1時間に各 1回測定した場合、校正は 2週間に 1回実施した場合です。
	 	 ・純水供給方法として、純水ユニット（形名：NP10A）、または小型内蔵純水ユニット（形名：NP20A）を
	 	 用いた場合です。
	 	 ・周囲温度が 0〜 35℃の範囲を超える場合、調製済み試薬が変質する可能性があります。	

◦補用品

T0405.EPS

品　名 仕　様部品番号 数　量

K9430HC
K9626SA
K9626SB
K9626SC
K9626SD
K9626SE
K9626SJ
K9626SF
K9626SG
K9626SH

幅58 mm、25 m長、5巻入り
    1 L
250 mL
250 mL
250 mL
250 mL
250 mL
250 mL
  20 L
  20 L

1箱
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　プリンタ記録紙
　試薬タンク、A液
　試薬タンク、B液
　試薬タンク、C液
　試薬タンク、D液
　試薬タンク、E液
　試薬タンク、F液
　校正液タンク
　廃液タンク
　純水タンク

（注）上記タンク類はスペアの空のタンクです。
            蓋はすべて穴なしの平蓋です。

5th Edition 2007.04.25-00
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◦オーバーホール部品
より信頼性の高い測定を実現するために、1年ごとのオーバーホールをおすすめいたします。下表にオーバーホール
に必要な部品を示します。納入後1年間、交換部品はありません。オーバーホールは当社サービスへ依頼してください。
交換周期はあくまで目安であり、測定条件などにより異なります。

No 品名 部品番号 備考 交換周期 必要数量
0 交換用カットリッジ K9626PS 小型内蔵純水装置用 1 年 2
1 交換フィルタセット (*1) K9626RH 純水供給装置用 1 年 1
2 活性炭 500 g K9626RJ 純水供給装置用 1 年 1
3 反応セル（TN 用） K9626RL 窒素分解・測定用 1 年 1
4 試料水サンプリング配管セット K9626RM サンプリング用 1 年 1
5 エアポンプダイヤフラム組 K9626RP エアポンプ (P1) 用 (2 個組） 1 年 1
6 ミストキャッチャ K9626RQ マニホールド用 1 年 1
7 エアフィルタ K9626T A エアポンプ用 1 年 1
8 UVランプ (2W、スタイル番号 S3 用 ) K9626SP りん分解器用 1 年 1

  9 UVランプ (4W スタイル番号 S3 用および
S2 海水補正機能付用 )

K9626SQ 窒素分解器用
1 年 2

10 ゴムローラー K9626TY プリンタ用

  （1 年 ）

1
11 パッキン類 K9626ED パッキン類（S 3 用 1 年）(*3) 1 年 1
12 メッシュフィルタ (*2) K9626EJ サンプル採水口用（5 枚入り）

1 年

1
13 リチウム電池 K9626TB メモリー用 3 年 1
14 セラミックヒータ（TP 用） K9626TZ りん分解器用 3 年 1
15 プリンタヘッド K9626ZR プリンタ用 3 年 1
16 電磁弁 K9626TV サンプル用（SV-010） 3 年 1
17 電磁弁 K9626TU 窒素・りんセル廃液用（SV-750，850） 3 年 2

18 パッキン 類 (スタイル番号 S3 用および
S2 海水補正機能付用 ) K9626EE 計量管・分解器用 (*4)

3 年 1

19 オゾン分解器触媒 K9626RU オゾン分解器用 3 年 1
20 電磁弁 (*2) K9626TV 試薬 N-A 用、試薬 P-A 用、PSV-003 用
21 電磁弁 (*2) K9626EH 試薬 E 用 3 方 SV

  （3 年 ）
1
３

22 セル計量配管セット (*2) K9626EK 窒素・りんセル計量用配管 1 式 1
23 キセノンランプ K9626TK 窒素測定用 5 年 1
24 テープヒータ（TN 用） K9626SN 窒素分解用 5 年 2

2

25 試薬チューブ配管セット K9626TS 試薬ライン配管セット 5 年 1
26 検知部チューブ配管セット K9626EC 窒素・りんセル計量用配管 1 式 5 年 1
27 反応セル（TP用） K9626RL りん分解・測定用 5 年 1
28 光学フィルタ K9626TL 窒素測定用 5 年 1
29 パッキン K9626A G 光学フィルタ用 5 年 1
30 エアポンプ K9626FD 制御エアポンプ　P1 ( 基板なし） 5 年 1
31 電磁弁 K9626EH 試薬 C、F 用 3 方 S V
32 UV ランプ電源 (4W, ｽﾀｲﾙ番号 S3 用 )(*5) K9626SR 窒素分解器用 5 年

5 年
1

33 UV ランプ電源 (2W 用 ) K9626ZY りん分解器用   (*6) 5 年 1
34 エアポンプ (*2) K9626FD 制御エアポンプ　P2（基板なし）   （5 年 ） 1
35 電磁弁 (*2) K9626TV SV-050、PSV-020、720、820 4
36 電磁弁 (*2) K9626TW 希釈計量管排水用 2 方 S V
37 エアシリンダ (*2) K9626EL オーバーフロー槽用 1

1

38 部品セット（０および 3 ～ 11を含む NP01A00-S 交換部品セット (S3 用　1 年） 1 年 1
39 部品セット（1 ～ 11 を含む） NP01A01-S 交換部品セット (S3 用　1 年） 1 年 1
40 部品セット（3 ～ 11 を含む） NP01A02-S 交換部品セット (S3 用　1 年） 1 年 1
41 部品セット（13 ～ 19 を含む） NP01A03-E 交換部品セット (S3 用　3 年） 3 年 1
42 1部品セット（23 ～ 33 含む） NP01A05-S 交換部品セット (S3 用　5 年） 5 年

(*1) 前処理用フィルタと後処理用フィルタの各１個を含みます。 

(*2) 予防保全用のメーカー推奨部品です。 

［スタイル：S3］用交換部品リスト

）

  （3 年 ）
  （3 年 ）

  （5 年 ）
  （5 年 ）
  （5 年 ）

NP600S3_1.ai

(*3) パッキン類（S3 用 1 年；K9626ED）　構成部品  
品名 備考 数量

ハイカンキャップ（P、Ｎセル用） 窒素・りん分解・測定セル用（上） 2
セルキャップ（P、N セル用） 窒素・りん分解・測定セル用（上） 2
Oリング（P、N セル用、S8） 窒素・りん分解・測定セル用（上） 2
ゴムブッシュ（P、Nセル継手用） 窒素・りんセル用（下） （2 個入り） 1
フィッティング　  （ Ø 3 用 ） 窒素・りん分 解・測定セル（下継手用） 2
フェラル                 （ Ø３用） 窒素・りん分 解・測定セル（下継手用） 2
パッキン G（2W-UV ランプ用） りん分解 UV ランプ用 1
パッキン D（4W-UV ランプ用） 窒素分解 UV ランプ用 2

(*4) パッキン類（S3 用 3 年；K9626EE）構成部品  
品名 備考 数量

ゴムブッシュ（TPヒータリード線用） TP ヒータリード線引き出し用 1
パッキン A（セルケース上） セルケース上パッキンシート 1
パッキン H（TP、TNセル上） TP、TNセル上外用セルウケ用 2
パッキン F（セルケース下） TP,TN セルケース下用 2
パッキン（ゴアテックス） 光学フィルタ用 1
Oリング（P16 CR） O/F 槽採取点フィルタ用 1
ゴムセン 希釈計量管用 1
(*5) 2Wの UVランプ 1 個につき、2W用 UV ランプ電源 が 1 個必要です。

4W の UV ランプ 2 個につき、4W用 UV ランプ電源 は 1 個となります。 
(*6) 旧部品（部品番号；K9626TN）から新部品（部品番号；K9626ZY）への初回
　　交換時は、改造用部品（部品番号；K9626ZZ）が必要となります。
　　単品で交換される場合には、K9626ZZを必ず手配してください。
　　なお、No.42部品セットはK9626ZZを含みます。

5th Edition 2016.11.24-06
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5.	 フロー図、外形寸法図、入出力図および信号規格表

5-1	 フロー図
5-1-1	 1 点測定、標準・希釈 1段の場合（純水タンク使用）
（全窒素：0	‒	2	mg/L 〜 0	‒	50	mg/L、全りん：0	‒	0.5	mg/L 〜 0	‒	10	mg/L）
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5-1-2	 1 点測定、標準・希釈 1段の場合（純水ユニット使用）
（全窒素：0	‒	2	mg/L 〜 0	‒	50	mg/L、全りん：0	‒	0.5	mg/L 〜 0	‒	10	mg/L）
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5-2		外形寸法図
5-2-1	 純水タンク使用の場合

注記

質量：　約80 kg
塗装色：マンセル 5Y7/1

オーバーフロー槽の取付位は、
左右両側面及び裏面のいずれ
かに選定可能です。

基礎ボルト埋込図(FREE)

50

16
0

30

M12X160

460

基礎ボルト取付位置図

38
0

  8
00

以
上

サ
ー

ビ
ス

エ
リ

ア
  8

00
以

上
サ

ー
ビ

ス
エ

リ
ア

50
25

6
74

55 350 (55)

装置前面

4-Ø15

（注）海水補正なしの場合、４ 導伝率変換器、 8  導伝率センサは付属されません。

3

5

6

4

2

1 ±5460

±5
15

00

±5380

7

(425)

8

±597

±521210 9

(2
07

)

(2
62

)

(97)

(363)

74

2311

16

12

15

19

18

17

25

1413
(196)

14
00

(3
70

)

(4
10

)

(4
83

)

NOTESPARTS NAMENO.

表示部 1

分析部扉 2

タンク部扉 3

オプション導電率変換器 4

20 L純水タンク 5

20 L廃液タンク 6

端子台カバー 7

オプション導電率センサ 8

Rc1/2(常時閉)ドレン出口 9

Rc1/2試料入口10

Rp1/2大気開放口11

排気口12

Ø16ホースエンド手分析用試料採取コック13

Rp3/4排水口14

RS-232Cコネクタ15

漏電ブレーカ16

電源端子台17

入出力端子台18

M8アースボルト19

±5
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5-2-2	 純水ユニット使用の場合

注記

質量：　約80 kg
塗装色：マンセル 5Y7/1

オーバーフロー槽の取付位置は、
左右両側面及び裏面のいずれか
に選定可能です。

基礎ボルト埋込図(FREE)

50

16
0

30

M12X160

460

基礎ボルト取付位置図

4-Ø15

38
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  8
00

以
上

サ
ー

ビ
ス

エ
リ

ア
  8

00
以

上
サ

ー
ビ

ス
エ

リ
ア

50
25

6
74

55 350 (55)

装置前面

（注）海水補正なしの場合、  4  導伝率変換器、  8  導伝率センサは付属されません。

NOTESPARTS NAMENO.

表示部 1

分析部扉 2

純水タンク 3

オプション導電率変換器 4

タンク部扉 5

20 L廃液タンク 6

端子台カバー 7

オプション導電率センサ 8

Rc1/2(常時閉)ドレン出口 9

Rc1/2試料入口10

Rp1/2大気開放口11

排気口12

Ø16ホースエンド手分析用試料採取コック13

Rp3/4排水口14

RS-232Cコネクタ15

漏電ブレーカ16

電源端子台17

入出力端子台18

M8アースボルト19

Rc1/2純水入口20

Rp1/2排水口21

6

4

3

5

±54601

2

±5
15

00

±5380

7

(425)

8

±597

±5212
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07

)
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)
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9

±5
14
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2311

16

12

15

19

18

17

120
20

80

±5
12

5

21(363)

74

(4
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)

(4
10

)

25

(3
73

)

1413 (196)

単位：mm
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5-2-3	 小型内蔵純水ユニット使用の場合

単位：mm

460

基礎ボルト取付位置図

4-Ø15
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以
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サ
ー

ビ
ス

エ
リ

ア
  8

00
以

上
サ

ー
ビ

ス
エ

リ
ア

50
25

6
74

55 350 (55)

装置前面

基礎ボルト埋込図(FREE)

50

16
0

30

M12X160

注記
　　オーバーフロー槽の取付位置は、
　　左右両側面及び裏面のいずれかに選定が可能です。

（注）海水補正なし場合、  4  導電率変換器、  9  導電率センサは付属されません。

質量:    約80 kg
塗装色:マンセル 5Y7/1

7

4

3

5

6

2

1 ±5460

±5
15

00

±5380

8

(425)

9

±597

±5212

(2
07

)

(2
62

)

10

11

±5
14

00

2312

17

13

16
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120
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80

±5
12

5

22(363)

74

(4
83

)

(4
10

)

25

(3
73

)

1514 (196)

NOTESPARTS NAMENO.

表示部 1

分析部扉 2

純水タンク 3

オプション導電率変換器 4

タンク部扉 5

純水器 6

20 L廃液タンク 7

端子台カバー 8

オプション導電率センサ 9

Rc1/2試料入口10

Rc1/2(常時閉)ドレン出口11

Rp1/2大気開放口12

排気口13

Ø16ホースエンド手分析用試料採取コック14

Rp3/4排水口15

RS-232Cコネクタ16

漏電ブレーカ17

電源端子台18

入出力端子台19

M8アースボルト20

Rc1/2水道水入口21

Rp1/2排水口22
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5-3	 外部入出力図
TN、TP の 2成分負荷量演算の場合（負荷量基本仕様コード：-A）

1 2 3 4

DIP-SW
RS-232C

L

電源入力
AC100V 50/60HZ
400VA MAX

7
6

5
4
3
2
1

9
8

RS-232C

CD
RD
SD
ER
SG

DR
RS
CS

N

E (M8アースボルト)

（注）
２点計 についてはご相談ください。

F5.3.EPS

流量計1
保守中

接点入力
    *2)

接点入力
    *2)

流量計1
故障

流量計1
電源断

排水
なし1

(G)

測定
開始

(G) (G) (G)

校正
開始

時刻
修正

ライン
選択1

純水タンク
不足警報

同期
信号

TN濃度
警報1

TP濃度
警報1

TP負荷量
警報1

TN負荷量
警報1

接点出力
    *1)

接点出力
    *1)

校正中 待機中

保守中

計器
異常

接点出力
    *1)

測定中
ライン1

試料
水断1

試薬不足
警報

廃液タンク
満水警報

接点出力
    *1)

1点計

1 2 3 4 5 6 7 8 9

(+) (-) (+) (-) (+) (-) (+) (-) (E) (E)

TP
濃度1

TN
濃度1

TP
負荷量1

TN
負荷量1

アナログ
出力*3)

アナログ
入力 *4)

流量1 試料水1断
FS

(-)(+) (E) (E) (G) (G) (G) (G)(G) (G) (G)

純水不足
FS

廃液満水
FS

接点入力
入力 *2)

接点出力
    *1)

スパン液
不足

電源断

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 2726 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

TP濃度
警報2

TN濃度
警報2

TP負荷量
警報2

TN負荷量
警報2

測定中
ライン2

試料
水断2

接点出力
   *1)

接点出力
    *1)

2点計

81 82 83 84 85 86 87 88 89 91 92 93 94 95 96 97 98 99
101102103104105106107108109 111 112113114115116117118119

90 100
110 120

注記 流量2

アナログ
入力*4)

TP
濃度2

TN
濃度2

TP
負荷量2

TN
負荷量2

流量計2
保守中

接点入力
    *2)

流量計2
故障

流量計2
電源断

排水
なし2

アナログ
出力*3)

(+) (-) (+) (-) (+) (-) (+) (-) (E)(E)

(+) (-) (E)(E) (G) (G) (G) (G)

(G)

ライン
選択2

接点入力
    *2)

(G)

試料水2断
FS

121122123124125126127128129130 131132133134135136137138139140
141142143144145146147148149150 151152153154155156157158159160

5041 42 43 44 45 46 47 48 49
7061 62 63 64 65 66 67 68 69

6051 52 53 54 55 56 57 58 59
8071 72 73 74 75 76 77 78 79

1) 信号規格(*1、*2、*3、*4)は次ページの信号規格表を参照ください。
2) 空端子は内部で結線されていますのでご使用にならないでください。
3) 端子No.81～160は2点計時に取り付きます。
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TN、TP、CODの 3成分負荷量演算の場合（負荷量基本仕様コード：-B）

1 2 3 4

DIP-SW
RS-232C

L

電源入力
AC100V 50/60HZ
400VA MAX

7
6

5
4
3
2
1

9
8

RS-232C

CD
RD
SD
ER
SG

DR
RS
CS

N

E (M8アースボルト)

（注）1点計 のみとなります。

F5.3.EPS

流量計1
保守中

接点入力
    *2)

接点入力
    *2)

流量計1
故障

流量計1
電源断

排水
なし1

(G)

測定
開始

(G) (G) (G)

校正
開始

時刻
修正

ライン
選択1

純水タンク
不足警報

同期
信号

TN濃度
警報1

TP濃度
警報1

TP負荷量
警報1

TN負荷量
警報1

接点出力
    *1)

接点出力
    *1)

校正中 待機中

保守中

計器
異常

接点出力
    *1)

測定中
ライン1

試料
水断1

試薬不足
警報

廃液タンク
満水警報

接点出力
    *1)

1 2 3 4 5 6 7 8 9

(+) (-) (+) (-) (+) (-) (+) (-) (E) (E)

TP
濃度1

TN
濃度1

TP
負荷量1

TN
負荷量1

アナログ
出力*3)

アナログ
入力 *4)

流量1 試料水1断
FS

(-)(+) (E) (E) (G) (G) (G) (G)(G) (G) (G)

純水不足
FS

廃液満水
FS

接点入力
入力 *2)

接点出力
    *1)

スパン液
不足

電源断

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 2726 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

5041 42 43 44 45 46 47 48 49
7061 62 63 64 65 66 67 68 69

6051 52 53 54 55 56 57 58 59
8071 72 73 74 75 76 77 78 79

1) 信号規格(*1、*2、*3、*4)は次ページの信号規格表を参照ください。
2) 空端子は内部で結線されていますのでご使用にならないでください。

91 92 93 94 95 96 97 98 99 100

111 112 113 114 115 116 117 118 119 120101 102 103 104 105 106 107 108 109 110

81 82 83 84 85 86 87 88 89 90

UV計1/COD計1

アナログ
入力*4)

時間COD
濃度1

時間COD
負荷量1

UV計1/
COD計1
保守中

接点入力
    *2)

UV計1/
COD計1
故障

UV計1/
COD計1
電源断

アナログ
出力*3)

COD濃度
警報1

COD負荷量
警報1

接点出力
   *1)

121122123124125126127128129130 131132133134135136137138139140

141142143144145146147148149150 151152153154155156157158159160

(+) (-) (+) (-) (E)(E)

(+) (-) (E)(E) (G) (G) (G) (G)

(G)

(G)

(-)(+)

(COD測定開始)

瞬時COD
濃度1

時間
流量1

(-)(+)
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5-4	 信号規格表

注　　記規    格
*1〕

アナログ信号出力
(電流出力)

+5V

+15V

10Ω

330Ω
フォトカプラ

10Ω

入 出 力 回 路信 号 分 類規格信号

*2)

*3)

接点信号出力

接点信号入力

信  号  規  格

50Ω

(G)
2.2k

*4) アナログ信号入力

50Ω
(+)

(-)

(+)
(-)

9.
5

2) 端子No.(1)～(80) or (160)

結線ビス:M4×8L 

11

1) 電源入力用
端子図

結線ビス:M5×10L 

12
.5

14

全体図

D種接地工事

アースボルト
M8

F5.4.EPS

1) AC100V供給ラインは，2 ～ 3.5mm2  を御使用ください。シールドケーブルを推奨致します。
2) 空端子は内部で結線されていますので御使用にならないでください。

注 記

*ソレノイドモータなどの負荷を
開閉する場合はスパークキラー
サージアブソーバ(AC, DC)
ダイオード(DCの場合のみ)
などを負荷に対して並列に
接続してノイズの発生を防止
してください.

*無電圧の接点信号入力
　　(オープンコレクタ可)
*絶縁型入力〔(-)側共通〕
*ON抵抗最大50 Ω
*開放電圧 DC 5 V
*短絡電流 最大12 mA

*DC 4～20 mA又はDC 0～1V
 電流信号出力または電圧出力
*絶縁型出力〔(−)側共通可〕
*負荷抵抗 最大500 Ω

*接点定格 AC 115 V 1A
         DC 100 V 0.5A
 (抵抗負荷出力)
*a接点
*各出力COM独立

*接点ON時間は0.1～1秒

接点ON
0.1～1秒

*DC 4～20 mA電流信号入力
*絶縁型入力回路
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6.	 外形図

6-1	 純水ユニット（形名：NP10A）
純水ユニットはカートリッジ純水器とフィルタ 2本から構成されています。

外形図	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 単位：mm

12
0

[230

(6
05

)
(6

23
)

(7
13

)

F6.1.EPS

No. 名　称 数量 材　質 備　考
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13

1
1
1
3

1式
1式
1
1
6
1
2
1
1

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

FRP+ABS
ABS
ABS
ABS

軟質PVC
軟質PVC
ABS,他

ABS,SUS304
ABS
SPC
PVC

ABS-AS
ABS-AS

イオン交換樹脂筒
キャップ（G形）
万能口金（363）
ホーセンドB（915）
入口ブレードホースØ12×Ø18
出口ブレードホースØ12×Ø18(*)
導電率計
電極
ガルデナジョイントノズル15A
フィルタ取付金具
接続ソケット 15A
入口フィルタ
出口フィルタ

テトロンブレード入 1 m
テトロンブレード入 1 m

エレメント
エレメント

仕様

注記

標準流量：　30～100 L/h
純水採取量：約950 L/カートリッジ
最高使用圧力：340 kPa 

1.純水器を使用しない場合は水栓からホース　
　をはずしておいてください。
2.純水の採取は原水の水質によって減少する
　ことがあります。
3.(　)内の寸法は概略寸法を示します。
4.樹脂筒の中のイオン交換樹脂は毎年再生
　することをおすすめします。
　当社最寄りの営業所にご相談ください。

5

4

3

8

7

11

9

12

4 2

13

16

10

部品番号

([130.5)

(*)出口ブレードホースは本体に付属しているカクダイ製ホース（オレンジ色）を使用してください。
　他のホースを使用するとホースから不純物が溶出され、測定に影響を与えることもあります。
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6-2	 小型内蔵純水ユニット（形名：NP20A）
小型内蔵純水ユニットは、NP600 キャビネットの下段に内蔵されます。

単位：mm

170

250

42
8 
～

 5
65

F6.2.0.EPS

注記

仕様
標準流量    ：30～42 L/h
純水採取量：約500 L/カートリッジ
原水水質    ：250 μS/cm
使用圧力    ：100～400 kPa  

No. 名　称
1
2
3
4

-
-
-

K9626PS

確認用ランプ
バルブ
カートリッジチェックスイッチ
カートリッジ（活性炭入り）

部品番号

1. 供給水は水道水をご使用ください。
　水道配管が非常に古い場合（または全く使用していなかった古い配管）には、接続する前に十分捨て水を行って、特に大きな
　サビの粒子を排出してから接続してください。鉄サビが多い場合には、目詰まりによりカートリッジの通水不良を生じるこがあ
　ります。

2. 水道水が供給できない場合
（1） 工業用水の場合
　　塩素を投入している場合があります。特に塩素臭がするような水を供給される場合には、カートリッジの寿命が短くなることが
　　あります。
（2） 冷却水などの場合
　　温度に注意してください。水温35℃以上になるとイオン交換能力が低下し、カートリッジの寿命が短くなることがあります。
（3） 地下水の場合
　　海岸に近いところの地下水には海水が混じっていることがあります。導電率で確認ください（適正値；200～400  μＳ/cm程度、
　　海水が混合する場合には600 μＳ/cm以下）海水が混合しているような場所では、カートリッジの寿命が短くなることがあり
       ます。

1

2

3

4

単位：mm
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6-3	 活性炭筒（部品番号：K9626PB）

	 外形図	 単位：mm

A

出口　Rc1/2

入口  Rc1/2

50
2

62
2 

±5

(1
20

)
4-長穴

14
0

10
0

10

18

178

A 矢視図

200

F0604.EPS

（注）お客様で純水を連続供給する場合、純水中の有機物を除去する目的で活性炭筒の使用をおすすめします。本体への接続				
		法については 7-6-2 項をご参照ください。

交換部品

T0601.EPS

品　名 備考部品番号 数　量

1活性炭 500 g オーバーホール部品K9626RJ

7.	 設置条件

7-1	 設置場所
本装置は屋内設置を前提として設計しています。設置に当たっては、安定した測定結果を得るうえで、できるだけ
下記の項目が満足できる場所をお選びください。
1）屋内設置で換気の良いところ
2）風雨から保護されているところ
3）直射日光の当たらない温度変化の少ないところ
4）年間を通して周囲温度が 2〜 35℃であるところ
5）相対湿度が 85％以下であるところ
6）試料採取点にできるだけ近いところ
7）周囲に腐食性ガスがないところ
8）保守スペースが十分にとれるところ
9）振動や衝撃の加わらないところ

7-2	 全体の構成
装置は屋内設置形です。温度変化の少ない屋内に据付け願います。
また、装置の据付には電源用配線、信号用配線、試料導入用配管、純水（イオン交換水）用配管、排水用配管、廃液
用配管が必要です。
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本装置は 3通りの工事方法があります。
1）装置内蔵の純水タンクで約 1週間の連続運転が可能です。
	 			このタンクに手作業で純水を補充される場合は、下図（1）、（2）の工事は不要です。
2）1週間以上の連続運転を行う場合は、外部の純水ユニットから純水を供給してください。なお、この場合は、下	 	
	 図	（1）、	（2）の工事が必要です。

試
薬

廃
液
タ
ン
ク

純
水
タ
ン
ク

電源入口

信号出入口

純水ユニット

排水口（Rp 3/4）

ドレン出口 (Rc 1/2)

試料水入口（Rc 1/2）

(1) 純水入口（Rc 1/2）

(2) 予備排水出口（Rp 1/2）

手分析用試料
採取コック（Ø16）

水道水

活性炭筒

F7.2.1.EPS

逆止弁

∅ 3/ ∅ 2 テフロンチューブ 1mおよび廃液タンクと接続チューブは標準付属品です。4章の製品形名・MSコードで
純水供給取り合い「2」を選択すると活性炭筒は付属しますが、純水ユニット（形名：NP10A）はオプションです。
別途ご用意ください。

注）	 廃液は廃液専門業者にて処理をお願いします。

図 7-2-1　全体の構成図

ユーティリティ
電源：	 AC	100	V	　50/60	Hz　400	VA 以下
試料水：	 流量	 0.5 〜 5	L/min	( オーバーフロー槽の流量 )
	 温度	 2 〜 40℃
純水（イオン交換水）：
	 使用量	 約 65	L/ 月〜約 90	L/ 月（測定レンジにより異なる）
	 圧力	 50 〜 350	kPa（純水ユニットへの供給口）
	 温度	 2 〜 35℃
	 性状	 測定成分（窒素化合物、りん化合物）を含まないこと
	 取合	 Rc	1/2
オーバーフロー槽取合：	
	 試料水入口	 Rc	1/2
	 排水口	 	 Rp	3/4

（注）	お客様で純水（イオン交換水）を連続で供給する場合、純水中に測定成分（窒素化合物、りん化合物）が含まれていると
正確な測定が得られませんので活性炭筒の使用をおすすめします。
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3）小型内蔵純水ユニットから純水を供給する場合は、図 7-2-2 の (1)、(2) の工事が必要です。

試
薬

廃
液
タ
ン
ク

電源入口

信号出入口

(1) 水道水（Rc 1/2）

(2) 予備排水出口（Rp 1/2）

F7.2.2.EPS

小型内蔵純水
ユニット

排水口（Rp 3/4）

ドレン出口 (Rc 1/2)

試料水入口（Rc 1/2）

手分析用試料
採取コック（Ø16）

∅ 3	/ ∅ 2 テフロンチューブ 1mおよび廃液タンクと接続チューブは標準付属品です。4章の製品形名・MSコードで
小型内蔵純水ユニット「4」を選択してください。小型内蔵純水ユニット（形名：NP20A）はオプションです。別途
ご用意ください。

注）	 廃液は廃液専門業者にて処理をお願いします。

図 7-2-2　全体の構成図

7-3	 設置スペース
設置スペースは図に示すように装置の床面以外に保守 ･点検用に十分なスペースの確保が必要です。
本装置に付属するオーバーフロー槽は設置場所の都合に合わせて左右または後部への取付が可能です。オーバーフ
ロー槽を取り付けた面から 400	mm以上のメンテナンススペースを確保してください。
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80
0以

上
オーバーフロー槽

400以上

80
0以

上 正面

装置本体

予備排水出口（Rp 1/2）

純水入口（Rc 1/2）

正面

55 350 55

50

256

74

380

前扉

基礎工事寸法図（チャンネルベースの固定穴位置図を示す）

単位：mm

装置背面配管取合い図

4 - ∅15穴

F7.3.EPS

図 7-3-1　設置スペース（5-2　外形寸法図も参照してください）

7-3-1	 メンテナンススペース（純水タンク、小型内蔵純水ユニット使用の場合）

本体に付属するオーバーフロー槽は設置場所の都合に
合わせて装置の左右または後部への取付が可能です。
オーバーフロー槽を取付けた面から400 mm以上の
メンテナンススペースを確保してください。

注記

No.

1

2

　　　　部品名称

全窒素・全りん自動測定装置

オーバーフロー槽

備考

単位：mm

F7.3.1.EPS

1

(4
50

)
38

0
(4

35
)

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ス
ペ
ー
ス

80
0以
上

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ス
ペ
ー
ス

80
0以
上

2

(196) 460 (196)
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7-3-2	 メンテナンススペース（純水ユニット使用の場合）

注記
純水ユニットは定期的に交換(再生)が必要です。
このため，装置の周囲にはカートリッジ純水器の運搬/移動が
可能なように人が通れる通路スペースを必ず確保してください。

No.

1

2

3

4

5

　　　　部品名称

カートリッジ純水器

フィルタ

活性炭筒

全窒素・全りん自動測定装置

オーバーフロー槽

備考

32

(50)

460

(1
00

)
20

0

(4
50

)
38

0
(4

35
)

200以上100以上

50
0以
上

ス
ペ
ー
ス

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

50
0以
上

ス
ペ
ー
ス

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

(1
40

0)

1

230

(1
50

)
(5

00
)

(196)

(913)

単位：mm

スペース
メンテナンス

スペース
メンテナンス

F7.3.2.EPS

4 5

7-4	 据付工事
7-4-1	 架台固定基礎工事
架台は基礎ボルト取付位置図にしたがってM12 基礎ボルトで確実に固定してください。

30

16
0

50

M12×160

単位：mm

F7.4.1.EPS

図 7-4-1　基礎ボルト
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7-4-2	 電源・信号用配線および接地
・電源、信号用配線は装置天井背面に取合端子から直接配線を行ってください。
・	電源はAC	100	V ± 10	V、50/60	Hz、最大消費電力は標準仕様で 400VA以下です。供給電源がAC100V 以上の場合は、
ステップダウントランス等を外部に設けてください。

・電源入力 AC	100	V	供給ラインは 2	〜	3.5	mm2	をご使用ください。
・電源用配線と信号用配線は同一配線にまとめないでください。
・信号用配線は 1.25	〜 2	mm2	のものをご使用ください。接点については、お客様が使用される負荷および接点信号
数によりますが、1.25	〜 3.5	mm2	のものをご使用ください。ただし、あくまでも電圧・電流値を考慮して選択して
ください。信号用配線には CVVS など、電源用配線には VV、CV など、接点用配線には CWS、CWなどが一般的に
使用されています。

・接地工事に関してはD種接地を施してください。

電源端子台

信号端子台

装置背面

F7.4.2.EPS

図 7-4-2　装置背面、電源・信号取合い

警　告
感電注意
感電防止のため、装置の接地をしてください。ただし、接地はガス管などのような危険な箇所には接地しないでくだ
さい。
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7-5	 試料導入配管
試料導入配管は付属の∅ 3	/	∅ 2 テフロンチューブで 1	m以内で行ってください。
試料水は本装置のオーバーフロー槽（Rc	1/2）に直接供給してください。供給量は 0.5 〜 5	L/min です。
なお、S	S（浮遊物）が含まれている場合は、必ず付属のフィルタをテフロンチューブの先端に取り付けてください。
試料水の濁度は 10 mg/L 以下（カオリン濁度基準）にしてください。

7-5-1	 試料水採取口が遠いか落差が大きい場合
・	採水ポンプを前段に設けてください。
・	採水ポンプとしては、給水ポンプ（P-1）または水中ポンプ（P-2）のいづれかをご使用ください。
・	オーバーフロー槽へは常に安定した供給が得られるような流量に設定してください。
		 なお、オーバーフロー槽の詳細は、図 7-6-1 を参照してください。

オーバーフロー槽

P - 1

バイパス弁

P - 2

装　置

Ø3 / Ø2 テフロンチューブ
1m以内

F7.5.1.EPS

試料入口
(Rc 1/2)

図 7-5-1　オーバフロー槽から採取の場合
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7-5-2	 S	S（浮遊物）が多い場合
	なお、オーバーフロー槽の詳細は、図 7-6-1 を参照してください。

主調整槽

ストップ弁

P - 1

バイパス弁

P - 2

オーバーフロー槽 装　置

Ø3 / Ø2 テフロンチューブ
1m以内

F7.5.2.EPS

図 7-5-2　S	S（浮遊物）が多い場合

前段にフィルタ付き主調整槽を通してオーバーフロー槽から採水してください。（特注）
試料条件：流量　約 50	mL/min
	 	 	圧力　30〜 100	kPa	
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7-6	 外部配管図

7-6-1	 純水タンクを使用する場合

廃液タンク
20 L

全窒素・全りん自動測定装置

純水タンク
20 L

F7.6.1.EPS

試料水

排水

排水ピット

ポンプ(試料用)
(お客様ご用意)

バイパス用バルブ
(お客様ご用意)

排水口 Rp3/4

ドレン出口 Rc1/2

試料オーバーフロー槽

排水

試料入口 Rc1/2 (0.5～5.0 L/min)
手分析用試料採取コック
Ø16ホースエンド

図 7-6-1　純水タンクを使用する場合

5th Edition 2007.04.25-00



30<< 目次 >>  << 索引 >>

All Rights Reserved. Copyright © 2002, Yokogawa Electric Corporation GS 12Y07E01-01

7-6-2	 純水ユニット（形名：NP10A）を使用する場合
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図 7-6-2　純水ユニットを使用する場合
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7-6-3	 小型内蔵純水ユニット（形名：NP20A）を使用する場合

2次側圧力調整範囲
 110～230 kPa
設定圧力 200 kPa

排水ピット

全窒素・全りん
自動測定装置

水道水入口
Rc1/2

予備排水出口
Rp1/2

注記
・純水は装置の洗浄、ゼロ校正及びサンプルの希釈に使用します。
　純水中に測定成分（窒素化合物、 りん化合物）が含まれていると
   正確な測定結果が得られません。 F7.6.3.EPS

試料水

排水

水道水，純水

廃液タンク

純水ユニット

20 l

バルブ、減圧弁
（お客様ご用意）

逆止減圧弁
（水道協会認定品、お客様ご用意）

排水ピット
ポンプ(試料用)
(お客様ご用意)

排水

手分析用試料採取コック
Ø16ホースエンド

バイパス用バルブ
(お客様ご用意)

試料オーバーフロー槽

試料入口
Rc1/2 (0.5～5.0 L/min) ドレン出口 Rc1/2

排水口 Rp3/4

図 7-6-3　小型内蔵純水ユニットを使用する場合

7-7	 純水（イオン交換水）配管
純水は装置の洗浄、ゼロ校正およびサンプルの希釈に使用します。そのため純水に測定成分（窒素化合物およびりん
化合物）が含まれていると正確な測定結果が得られません。純水ユニット（イオン交換器）および活性炭筒（特に全
窒素測定の場合）を通して不純物を取り除いてください。
当社ではオプションとして純水ユニットなどを準備していますのでご利用ください。
	 純水入口取合	 Rc	1/2
	 純水圧力	 50 〜 340	kPa
	 純水使用量	 約 65	L/ 月〜約 90	L/ 月（測定レンジにより異なります）
	 純水温度	 2 〜 35℃
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NP600

（本　体）

F7.7.EPS

水道水
減圧弁

2次側圧力 196 kPa

バルブ

活
性
炭
筒

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
筒

フィルタ
（5μm）

フィルタ
（1μm）

指定ホース(注)

純水ユニット

図 7-7　純水（イオン交換水）配管図

（注）	イオン交換樹脂筒から装置の純水入口間を接続するホースは、当社指定の軟質樹脂ホースをご使用ください。指定外のホー
スを使用すると、ホースからの微量溶出物などにより、正しい測定値が得られない場合があります。

	 指定ホース：株式会社カクダイ製カクダイホース #5975	( 内径 15	mm、外径 20	mm、軟質 PVCホース、橙色 )
注記	1. 純水ユニットに供給される原水には水道水程度の水質（表 7-7）のものをご使用ください。
	 	ただし、水道水の場合でも配管から多量のサビが析出したり、残留塩素を含む場合は前処理が必要です。
	 	これらを除去しないで、そのまま使用しますと樹脂の性能劣化を早める原因となります。イオン交換器の取扱いおよび			

	保守・点検に関しては、純水ユニットの取扱説明書を読んでいただいた上でご使用ください。

表 7-7　水道水の基準

項目 基準

硝酸性窒素 10 mg/L 以下であること

亜硝酸性窒素 10 mg/L 以下

有機物など（KMnO4消費量） 10 mg/L 以下

鉄（Fe） 0.3 mg/L 以下

マンガン（Mn） 0.05 mg/L 以下

水素イオン濃度（pH） 5.8～8.6

臭気 異常でないこと

味 異常でないこと

色度 5度以下

濁度 2度以下
T0707.EPS

	 		 	 ＊水道法に基づく水質基準の基準項目より抜粋

7-8	 排水用配管（純水ユニットを使用した場合）
配管は下降配管で、背圧のかからないできるだけ短い距離で行ってください。出口は大気開放にしてください。また、
排水用配管を設けて排水する場合は、50A 以上の配管を使用し背圧がかからないようにしてください。

予備排水出口
(Rp 1/2)

出口を水封
しないこと

途中を立ち上げないこと

出口を水封
しないこと

排水用配管 [50A以上]

図 7-8-1 排水用配管

・予備排水口は装置内部機器の安全配管であり通常排水は出ません。	
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8.	 試薬の調製
注意
・	スタートアップ用の試薬は 4章の試薬リスト（全窒
素・全りん分析用）の粉末試薬を試薬メーカーから
入手し調製してください。試薬を調製される場合は、
必ず導電率 0.5 μ S/cm以下の純水（イオン交換水）
をご使用ください。
	 調製に使用する容器、器具等は必ず純水で洗浄した
ものをご使用ください。

・	秤量は必ず校正された感度 10	mg 以下の電子天秤を
用いて行ってください。また、計量は 1%程度の精
度を守ってください。

・事前にMSDS（化学物質安全データシート）を参照
して試薬の性質を理解した上で作業を行ってくださ
い。

（参考）
	 NP600 に内蔵されている標準試薬タンクの容量を以
下に記載します。標準試薬タンク容量で、約 1カ月
間の測定が可能です。
A）ペルオキソ二硫酸カリウム水溶液用タンク容量：1	L
B）水酸化ナトリウム水溶液用タンク容量：250	mL
C）希硫酸用タンク容量：250	mL
D）L- アスコルビン酸水溶液用タンク容量：250	mL
E）混合試薬用タンク容量：250	mL
F）希塩酸用タンク容量：250	mL
	 	 スパン液用タンク容量：250	mL

8-1	 A 液（ペルオキソ二硫酸カリウム水溶液）の調製
注意
・	調製に用いるペルオキソ二硫酸カリウムは、窒素・
りん測定用試薬をご使用ください。この水溶液は長
期保存ができません（1カ月）。また、35℃以上の周
囲温度で保存をしないでください。
操　作
1.	ペルオキソ二硫酸カリウムを 15	g はかり取る。
2.	メスフラスコ中の 800	mL の純水に完全に溶解させる。
3.	2. の溶液に純水を加え 1	L にする。
（注記）
		 溶かす際に絶対に加熱しないでください。（試薬が

自己分解します。）

8-2	 B 液（水酸化ナトリウム水溶液）の調製
警　　　告
試薬の水酸化ナトリウムは強アルカリ性であり、大変
危険です。皮膚に付くと、火傷をしたり皮膚を侵しま
す。特に目に入った場合は失明する恐れがありますの
で、調製作業に当たっては保護眼鏡、保護手袋をご使
用ください。
皮膚に触れたり目に入った場合はすぐに大量の水で洗
い、医師の診察を受けてください。
また、誤って飲み込んだ場合には、直ちに医師の診察
を受けてください。

注意
・	調製に用いる水酸化ナトリウムは、窒素測定用試薬
をご使用ください（特級の使用は不可）。
操　作
1.	水酸化ナトリウムを 10	g はかり取る。
2.	メスフラスコに少しずつ移し 200	mL の純水で完全
に溶解させる。
3.	2. の溶液に純水を加え 250	mL にし、試薬タンクに
移す。

注意
・	水酸化ナトリウムを一度に加えると溶解させること
が困難です。少しずつ純水に加えて溶かしてくださ
い。溶解の際に二酸化炭素が発生しますので、換気
扇のそばなど換気の良いところで作業を行ってくだ
さい。また、発熱も伴いますので、必要に応じて水、
氷などで容器を冷やしてください。

8-3	 C 液（希硫酸）の調製
警　　　告
試薬の硫酸が皮膚に付くと、火傷をしたり皮膚を侵し
ます。
試薬の調製時には保護手袋を使用し、直接触れないよ
うに注意してください。
また、硫酸を希釈するときは、必ず純水に濃硫酸をゆっ
くり注いでください。濃硫酸に純水を注ぐと、濃硫酸
が飛び散る危険があるので、絶対におやめください。
試薬を溶かす作業はドラフトチャンバなど換気の良い
場所で行ってください。
この操作は発熱を伴いますので、必要に応じて水、氷
などで容器を冷やしてください。
皮膚に触れたり目に入った場合はすぐに大量の水で洗
い、医師の診察を受けてください。
また、誤って飲み込んだ場合には、直ちに医師の診察
を受けてください。
操　作
1.	硫酸（特級）60	mL をメスシリンダではかり取る。
2.	純水を 180	mL メスシリンダではかり取り、耐熱性			
	の容器に入れておく。
3.		容器の純水を撹拌しながら硫酸をゆっくり注ぐ。

8-4	 D 液（L(+)- アスコルビン酸水溶液）の調製
注意
	 この水溶液は長期保存できませんので（1カ月）、ス
タートアップ直前で調製してください。
操　作
1.		L(+) アスコルビン酸を 6	g はかり取る。
2.		メスフラスコ中の 200	mL の純水に完全に溶解させ
る。
3.		2. の溶液に水を加え 250	mL にする。
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8-5	 E 液（混合試薬（モリブデン酸アンモニウムと酒
石酸アンチモニルカリウム））の調製

警　　　告
試薬の酒石酸アンチモニルカリウムが皮膚に付くと、
火傷をしたり皮膚を侵します。
試薬の調製時には保護手袋を使用し、直接触れないよ
うに注意してください。
皮膚に触れたり目に入った場合はすぐに大量の水で洗
い、医師の診察を受けてください。
また、誤って飲み込んだ場合には、直ちに医師の診察
を受けてください。
注意
・	この水溶液は長期保存できませんので（1カ月）、ス
タートアップ直前で調製してください。また、溶か
す際には加熱しないこと（結晶化します）
操　作
1.		モリブデン酸アンモニウム 3	g および酒石酸アンチ
モニルカリウム 0.075	g をはかり取る。
2.		200	mL の純水に 1. を溶解させる。
3.		2. の溶液に純水を加え 250	mL にする。

8-6	 F 液（希塩酸）の調製
警　　　告
作業には保護眼鏡と保護手袋を着用のうえで行うこと。
試薬を溶かす際には塩化水素の蒸気および発熱を生じ
ます。
･試薬を溶かす作業はドラフトチャンバなど換気の良	
い場所で行うこと。
･必ず純水に塩酸を注ぐこと。決して塩酸に純水を注	
がないこと。
･ 試薬を溶かす際には , 必要に応じて水 ･氷などで容
器を冷やすこと。
･皮膚に付いた場合には流水で十分に流すこと。
･目に入った場合には流水で十分に流した後 , 必ず医
師の手当てを受けること。
操　作
1.	塩酸（特級）35	mL をメスシリンダではかり取る。
2.	純水を 210	mL メスシリンダではかり取り、耐熱性
の容器に入れる。
3.	容器の純水を攪拌しながら塩酸をゆっくり注ぐ。
4.	室温まで冷ましておく。
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8-7	 窒素・りん測定用スパン液の調製
注意
・スパン液は装置のフルスケール値に等しい窒素、りん濃度の硝酸カリウム・リン酸二水素カリウム水溶液を使用し
ます。
操作
（1）原液の調製
1.　硝酸カリウムを 105 〜 110℃で約 3時間乾燥させる。乾燥後はデシケータで室温まで冷ます。
2.　1	L メスフラスコに純水を 800	mL 程度入れておく。
3.　放冷した硝酸カリウムを表 8.1 に示した量だけ電子天秤ではかり取り、メスフラスコに純水で十分に溶かす。
4.　純水で全量を 1	L にする。（全窒素スパン液原液）
5.　りん酸ニ水素カリウムを約 110℃で 5時間乾燥させる。乾燥後はデシケータで室温まで冷ます。
6.　1	L メスフラスコに純水を 800	mL 程度入れておく。
7.　放冷したりん酸ニ水素カリウムを表 8.2 に示した量だけ電子天秤ではかり取り、メスフラスコに純水で十分に溶か		
	 す。
8.　純水で全量を 1	L にする。（全りんスパン液原液）

表 8.1

調製濃度 原液全量硝酸カリウム 全量

1.805 g2 mg/ L 1 L 250 mL2 mL

1.805 g5 mg/ L 1 L 5 mL

1.805 g10 mg/ L 1 L 10 mL

1.805 g20 mg/ L 1 L 20 mL

1.805 g50 mg/ L 1 L 50 mL

1.805 g100 mg/ L

0.361 g200 mg/ L

0.902 g500 mg/ L

1.805 g1000 mg/ L
T8.1.EPS

原液採取量

250 mL

250 mL

250 mL

250 mL

250 mL

250 mL

250 mL

250 mL

100 mL1 L

表 8.2

調製濃度 原液全量りん酸二水素カリウム 全量

0.220 g0.5 mg/ L 1 L 250 mL2.5 mL

0.220 g1 mg/ L 1 L 5 mL

0.220 g2 mg/ L 1 L 10 mL

0.220 g5 mg/ L 1 L 25 mL

0.220 g10 mg/ L 1 L 50 mL

2.197 g20 mg/ L

2.197 g50 mg/ L

2.197 g100 mg/ L

0.275 g250 mg/ L
T8.2.EPS

原液採取量

250 mL

250 mL

250 mL

250 mL

250 mL

250 mL

250 mL

250 mL

10 mL1 L

1 L 25 mL

50 mL1 L

（2）スパン液の調製
・表 8.1 及び表 8.2 中で原液全量及び原液採取量に数値が記してあるスパン液の調製
1.		表 8.1 に示した原液採取量を装置のフルスケール値に必要なホールピペットではかり取り、250	mL メスフラスコ
に入れる。
2.	表 8.2 に示した原液採取量を装置のフルスケール値に必要なホールピペットではかり取り、1. と量を同様に 250	
mL メスフラスコに入れる。
3.	純水で全量を 250	mL にする。

・表 8.1 および表 8.2 中で原液全量及び原液採取量に数値が記されていないスパン液の調製
1.	（1）の 1. および 5. にて乾燥・放冷した硝酸カリウムおよびりん酸二水素カリウムを表 8.1 および表 8.2 に示した
量を電子天秤ではかり取り、250	mL メスフラスコに純水で十分に溶かし、全量を 250	mL にする。　
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全窒素・全りん計引き合い仕様書

横河電機の全窒素・全りん自動測定装置のお引き合いをいただき、誠にありがとうございます。該当する□内にチェッ
ク（ ）を入れ、											部分には所定の事項を記入の上ご照会下さいますようお願いいたします。

1.	 一般事項
	（1）御社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	（2）御担当者：　　　　　　　　　　　御所属：　　　　　　　　　　　TEL：　　　　　　　　　　
	（3）プラント名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	（4）測定箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	（5）使用目的：□指示、□記録、□警報、□制御
	（6）電源：100	V	AC、　　　Hz																																																											

2.	 測定条件
	（1）水温：　　　　　〜　　　　　℃、通常：　　　　　℃																													
	（2）水圧：　　　　　〜	　　　　　kPa	、	通常：　　　　　kPa
	（3）流量：　　　　　〜	　　　　　L/min
	（4）主な有機性汚濁物質：		 ①	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、約　　　　　　　mg/L	 	
	 	 	 	 ②	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、約　　　　　　　mg/L		
	 		 	 	 ③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、約　　　　　　　mg/L	
	（5）SS 濃度：約　　　　　mg/L																																																								
	（6）その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
																																																																																									

3.	 設置場所
	（1）周囲温度：約　　　　　℃																																																											
	（2）設置場所：□屋内、□屋外（特注）
	（3）その他：	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	 		 	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
																																																																																						

4.		御要求仕様
	（1）測定対象：□全窒素、□全りん、□全窒素および全りん
	（2）測定点数：□ 1点、□ 2点（	特注	）
	（3）測定レンジ：測定点 1　	□全窒素　　−　　mg/L、□全りん　　−　　mg/Ll
	 	 測定点 2　	□全窒素　　−　　mg/L、□全りん　　−　　mg/L
	（4）測定周期：　　　　時間
	（5）海水補正：□有、□無
	（6）伝送出力：□ 4− 20	mA	DC、□ 0− 1	V	DC
	（7）水質汚濁負荷量：COD（UV）：□あり、□なし、全窒素・全りん・COD；□あり、□なし
	（8）構成機器の選択：□本体、□NP・UV一体型、□純水ユニット、□小型内蔵純水ユニット、
	 	 □活性炭筒、□補用品
	（9）その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご注意
●本製品を正しく安全にご使用いただくため、「取扱説明書」
をよくお読みください。

記載内容はお断りなく変更することがありますのでご了承ください。
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